
国土交通省淀川ダム統合管理事務所 配 布 平成１９年 ７月１７日

独立行政法人水資源機構木津川ダム総合管理所 日 時 １４時３０分

資 料 配 付

布目ダムの洪水調節効果について件 名

～布目川（興ヶ原地点）の水位を５４ 低減～cm

独立行政法人 水資源機構 木津川ダム総合管理所 布目ダム管理所では、

７月１６日１６時から降り始めた降雨により、ダムへの最大流入量毎秒約

概 要 １４０ を記録しました。m3

この出水に対し布目ダムでは、洪水調節を実施し、ダム下流布目川（興

ヶ原地点）の水位を５４ 低減させました。cm

取 扱 今回の発表は速報値であり、今後の調査により数値等が変わる可能性が

あります。

同 時 配 布 奈良市政クラブ

問い合わせ先

国土交通省 淀川ダム統合管理事務所

（ながの じゅんいち）副所長 永 野 純 一

電話 ： ０７２－８５６－３１３１ （代表）

独立行政法人水資源機構 木津川ダム総合管理所

（なかたに きょういち）副所長 中 谷 享 一

電話 ： ０５９５－６４－８９６１ （代表）

布目ダム管理所

（いけがみ しんじ）所 長 池 上 眞 二

電話 ： ０７４２－９４－０２３１ （代表）



布目ダムの洪水調節効果について

－ －布目川（興ヶ原地点）の水位を５４ 低減cm

７月１６日１６時より降り続いていた雨は、布目ダム上流域で１７日０

時から１時の１時間の流域平均雨量が２８．２㎜を記録（井之市３０㎜、

針ヶ別所３３㎜、峰寺１９㎜）するなど、１７日３時までに総雨量は、７

５．１ なりました。mm

この降雨で流入量が増加し、１７日１時５０分には洪水量（毎秒１００

）に達したため、洪水調節を開始しました。m3

１７日２時１５分に流入量が最大（毎秒約１４０ ）となりました。同m3

時刻のダムからの放流量は毎秒約３０ であり、布目ダムで毎秒約１１m3

０ の調節を行いました。m3

このような前線による激しい降雨でしたが、ダム下流の興ヶ原水位局舎

付近では、布目ダムの洪水調節により、布目ダムが無い場合に比べて河川

の水位が約０．５４ｍ低減し、下流の水田及び畑等への被害の軽減に効果

があったものと考えられます。



布目ダム下流平面図

淀川流域平面図



平成19年7月17日（前線）

左岸 右岸

布目ダムの洪水調節状況（興ヶ原地点）

ダムがなかった場合に想定される水位　H=2.80m

今回の出水での最高水位　H=2.26m

ダムにより約54cmの水位低減効果がありました。
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最大ダム放流量

　約89m
３
/s

水系名＝淀川　河川名＝布目川　ダム名＝布目ダム

平成１９年７月１７日　出水状況

最大ダム流入量 17日2:15

　約140m
３
/s

洪水流量 100m３/s

布目ダム上流域で降った流域平均時間雨量
０：００～１：００の１時間で28mmを記録
累計雨量で７５mmに達した。

ダムで調節した

最大流量約110ｍ３/s

ダムで調節した容量

ダムから流した流量




